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論 文 題 目 無線LANネットワークにおけるハンドオフに 
対するTCP通信高速化方式に関する研究 
 
 要  旨 
 
近年IEEE802.11無線LANが急速に普及しており、ホットスポットと呼ばれる無
線LANをベースとするインターネットへの高速アクセスサービスが広く提供さ
れている。今後はホットスポットの増加により、複数のホットスポットの間を、
移動しながら通信を行うような状況が増加することが予想される。このような
場合、一般にホットスポットの通信可能範囲は間歇的であると考えられるため、
移動端末は通信可能と通信不可能の状態を頻繁に繰り返すこととなる。 
一方、無線通信においても、有線通信と同様に、FTP、電子メール、WWWなど
を利用する際のトランスポートプロトコルにはTCPが広く用いられている。TCP
は再送制御、輻輳制御、フロー制御などの信頼性の高い通信をサポートするが、
有線ネットワークのような品質の高い通信を想定しているため、パケットロス
が生じると、その原因を輻輳であるとみなし、データの転送率を下げるという
対処をする。 
ホットスポットでの通信においては、無線区間での伝送誤りや、端末の移動
に伴うハンドオフなどに起因するパケットロスが頻繁に起こる。これらのパケ
ットロスは、無線区間におけるTCPに不必要な輻輳制御を起動させ、パフォーマ
ンスを低下させる原因となる。 
現在、このような無線TCPの問題点に関して多くの研究が行われているが、こ
れらの多くは、伝送誤りに起因するパケットロスに対応することを目的として
いる。ハンドオフに起因するパケットロスに着目した既存の研究としてはM-TCP
などが挙げられるが、ハンドオフ自身の手順はTCPやIPより下位のレベルで行わ
れていることを前提としている。 
本研究では、レイヤ2で接続された802.11無線LANネットワークにおける端末
移動時のTCP通信に関して、以下の方式を提案している。ハンドオフに対しては、
M-TCPと802.11の手順を組み合わせ、さらにレイヤ2の機能を活用した処理を行
い、速やかなデータ転送の再開を実現する。伝送誤りに対しては、基地局がバ
ッファリングしているデータから再送を行うことにより、TCPの不要な輻輳制御
の起動を防ぐ。これらの手順を組み合わせることにより、ハンドオフまたは伝
送誤りによるパケットロスに起因するTCP のスループット低下を防ぐ方式を提
案した。さらに、ネットワークシミュレータns-2を用いて、提案手法と既存の
研究や従来のTCPを比較し、性能評価を行った。その結果、本研究により提案し
た方式の有効性が示された。 
 
 
